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結果：と‘ そこからえじjした政策的 （> -7＂リケーシ







心。 l'.J l 斗にその主将：（［8] ,f.:f己文献｛it¥} 以
下｜パ］じ〕が出版されて以来、理論的にも実践i下J（二 L






いら c そのこだ践的広誌は， .JI'常に大きいと Jラえら
れる c
レオンテ fエブレ＇）この J!J¥1如上， ちとむと産業全
単位とした全経済円相互依i字関係〈桁斉ri;ti －.~＇t:r今
筏けをIVJらかにし上うとしたものであったが， ア







用i生と士 ~it.I l (foえていることか心、 十llll:n5＆民を








































｜司（悼[T.f' f，＇円、 イγ ド， 7 f IJ I二。；守 LニTとタン， ' 
-i－γ） を中心に， これ九日告白に強Lイ必ず；，）J；士ι＇）
1本、アメリカ， Aプーペトラリア、 EEC,1)-1也域










うけlj汁魚lf,1:,t1~153年で， E 【i七件l丸山政主連 済i'tcJん：一般均衡 いっそう適切には A 般的相互
I'l去を；！1Jj'.;i;f1J抗｛，支に1{ ~. , ）さに＇ t{ 91而iこ 依存 の理論"i:，一つの国民経済の異なった古I¥
d 凡、てiI引 TC、の：1十＇i分類友を後述内士、jJ,t}.I:；二1:'t 分ぴJ¥/1の相互関係についての経験的な研究iこ適用
って三（）i; i；門 l 二；j~：合 L 、 佐｜弓ごとのゴ｛）×三｛）のFitJ;γ し、｛1ti路ラ産/1＼邑 1計三お上び所得の共変運動を
卜，） '7スをi乍IJ文寸るー 二うして各lfi；土他日のどの 通じぐその関係をi内f川、にする一つの試み”であ
りι荒と点間；！主品‘あるようによ古び、っけムれら二とに ると．その＊告＂命 lこ述べている。 レオンティエフの
たる。二（ノ）｜司It／産、たi車問ョミーをもとに［て， 二こで 想定した［止界は， ljFらかに一般均衡の世界であっ
治学的 Y 口一分析士fj・ Ii-.うわけと：P〕示。 これにi寺 て，古I分均後JのIU:界ではなかった。そして，これ
I円『 D'l1i』折、 ζ ト・／ '1などを汚［，!'f：.ご七子ルをJilJ}Ji 九円引Ni諸産業内相互連関の“j日i在”としてと
しごし、くこと itで:c:;-., ／；：、ずお山内側究におけるそ らえ上うとしたのであったυIl、。
「／レ 1il:~Hn !j：和土‘ ：rJc＂十＇1:1斗JJ千1Jrjf1J能性， :1祁Jj i1J Jで経済の仕組を，二のように諸産業の相互連
的出lj約ァ H主能力.＇；.どに依存 Lて｛九；＇－Jされ主うか ！誌の“i/!hき”とみることに上って， レオンテ fエ
心、 ここては必要に応じてその 11ftj~flムを示唆する ブ ft、 店、気変動や経済成長のある極の規則性を見
也rtにとどめた1ぜ、。 L、f三Tことができると考え宅 アメリカ経済、つ1910
今［1J，.つitたで占H，手足止に思った＇－！ V t、分析；t家 守代後半から：10年代はじめにかけての景気後退，
J j q1心と芳えたアジアの発出途上目の主くで産荒 川侮，そして恐慌への過程を構造而から説明しょ
連関表が干I］用できたかぺたことであるうヘ もしそ うとした。現実の経済は，国民経済の最も遠隔な
れ九が利用 i可能ふらば， もつど立時、の大きし、分析 部分主でなんらかの関連をもち， I部p守の衝撃は
が可能に江〉たものと千三えられる 統計ヂ、ヶじり 昨日経済全体をブームにも；正気の後退ひいては恐
利用可能性、！＇： I；門！（）；｛，の問題点， R日J トリクス 慌にも導く；，J能性をもっているっそして，それは
f下北山手li'［ヤその問題点， 年i）く抗...ヤ貨幣［＼a.｛立の 物資（r>ffiULどけでよLく， fd五協や所得や株式段資な
純一にどの1gJ｛当i土， J!i＇‘、将来ilfj'1: Viむしごし、ふ どとも伝J去に宇古小ついてし、る Eみらhる。 レオン
1!ド・ }JI 'A.た若 II iJ際医官i生tl分仏；（〆ン l'l,:_fo'r ティエ 7／土、 これらのす／ζ ての関連を明らかにす
Ii.↓f究所〕で汀しく述よるつもりである山で参照思い るねらいをもっていた。
これらの関係を明らかにするうえで， レオンテ
3. 国際産業連関モデルの構成 f工 7が肢も弓献したと考えられる者限点は，！現




































るこど， ；；互U、の共有附産を矧やしたの？ある。 ある現想的な状態の国民経済におU、て（注2〕， n
封鎖体系から開放体系への方向は，分析視点が一 個の産業部門が中間生産財と労働との一定の技術
投均衡から部分均衡へ変わったことを忌、味寸る の下で結合し， H 種類の生産物を産出してU、るも
が，これによって経済計聞や政策効果測定，経済 のと考えよう。またそこでの産出量は，各部門の
予inlJなどの有力な分析用J=.tにな J たこと l,事実で 投入物としての中間需要か，家止による最終需要
める。その実践的意義はばかり Lれなし、とい夫ょ に配分されつくされるものとする。いま，一定期
う。 聞における第 i産業の総産出量を Xも （i=l，丸一
以上T）ようなレオン子ィエブの意図を，国内経 ーラ刃）とし， X,_t(i, j= 1, 2，…一， n）で第 i産業が
済活動を含めた国際間取引の分析に適用しよう ら第 j産業への投入最あるいは第 j産業の第 i
というのが， 才，／1われの国際産業連関分好のか［，＇，］ 産業財に対する需要量を表わし， Y亀で第 i産業
である。われわれの基本的考え方はJ国際的経済 財に対する最終需要を示すとすれば， このことは
J叫は作L"iの国九経済の引き仁ノたきく汝1干してお x，ニム1ト ハ2十ー…十」，，，＋ Y.1 
18 
1969080021.TIF
” または Xi= I; X;j十 Yる






Xtj, X2J,' ・…， ，Ynj, Xoj→ X1 
































または X = [I-A]-1 Y (7) 
釈しておく。 となる。 これがレオシティエフ詩学体系の基本方
したがって，この一覧表を行に沿ってその産業 程式と呼ばれるものであるCi:l'S）。また， [I-A] 1 
川生産物の販路 Cl£入〉構成をみることもできれ 一万とおいと，（7）式を
ぱ，ヲljに沿ってその産業の購入〈費用）構成をみ





















































































nHυ (r, s= l, 2，－・..' n) l’. = I:n・ 











































プ長ぐ受け取られたかであるが，貿易統計ーからそれそのような官易統，i-かじ wへいえ Y ヰミ同fJiこ司l工，
を生:iることはできなL、c したがって，その産業別
できるだけ輸入国の；需要情迭を反
I-か L現実♂）良弘!fc,;1-;t, lt~iiliその。L,/) 1・, t Lる♂
輸入制w：；を、それは F itl さjLてL、心も JJ(/), （也で大切慎iこ
i:J lご映すと〉上うに決めていカ‘なければならないυシ「， , lf-1ノ＼どん !i:1守Jr＇，／，がどれたけ inULた心、士，；下村ti
現’，t((Jなし、くつかの場合lこ＇） ＼，、てこの問題を汚え、J J) 、，、どのF主に衣示「＇~l i, v' jごi)
ごメょえご＼，‘ハ
ー－ " 産業へという叫門r]-ljν＇）＿［ii)iを示「も山にはなマpζ
産業りIJ輸入夫が利用可能な場合1) 二、， L ・"j／ょ土佐！日 li\f［~＼ ・七倍をWJ'すミした）t_,;＼、t'-＇，、 r
五百一i邑そのJ乙に主j店主i出品i友作成（， 7）と Ii百時に，三二とノ！，＇レJすえと支持係数次'TtvJl丹l題全，f',J）、
Fここの輸入支は，応｝と〉輸入；友がf'I成される。,htこ九、
1¥4fu人先｛＇；， fl・vJli:i小心的ノヘLたかはわからなし、が、メiい」 i•JI ぺ， on、［）でJ；似：佐して！いる＇i'J).~ ti: .,¥ f土，
とLての産業×売業の輸入額nア：；がわかるよう i二TC、c！） 弓1;rnJミて大！日；？〉ジ＞［iJを例主fl'L C v、らし
そび）1J治人の1子光このj坊合tt' 支＞j、，＇： ;!L C ，、ィ；：， 0 I i限1：日：) l);j才jヒC＜〕mmor-1ityli:1凡 で t・λ.：，Ii! ，人




日：J~t すj L｛工、，A , : r ，.ト〆に（主＇） .j 0 
N.引し
し力、 L、G、と／：二、戸
そび）fl 1] indu,try liaH: ，／〕問題悦点企持ち込むと、
できるJf；；二位（和されている。
隣人 L〆，〔？の1＇，］坦々 a起きてくIHJしり！込］；車とえ、人：J ,/.1ぺ、f仁
.;J J）て三和iT［可日ljにその配分の！上）jをごちえ上うと：一？
勺＂
べiDjU）総輸入去をマト n！、寸士、. h 、-.[-.:, i，のである。以ctJ)i.バUrぴ）｛引を：二ふふ理主；±；lt1',j]「山f祉点
各要素を m；；とする。そして
f j"(IJ名、要素をそのjifllζ J/1:j で除したものを七
のj)'｛（！＋この輸入係：欽とi呼U't：；で示し，輸入係数行列
If、で衣わし，ケ λ
産業ハ生産i存症や夜；i'JHJ·~y;要依 ｛｛ oi 1:l係に！トf¥jljの
tの貿易絞，， I・ ではそこi主主：全Ji、う j,） ごふるえ＂，
ての- r、て）に，まで問組合.J:t¥;J ドけてはくれないc
を.＇ λ で手乙わす。すなわち，
rt' -[,1'.J = [m'.Jlt'.J 
CiこだL, 1 /;( t n,:Jのh,hトζクトノレの存立f.,10












s I正Iv>r i司からの~，,j入マトリクス :it ＇ 、（二＼＼アれ）
山氏Ji：には，貿易統計ーから算出された r1の五回

















ウ寸 1° トにし亡配分する方式全とど、。んる ι け生産：1~年］主主： 1，可じくするの対応：をつけて司
1969080024.TIF
M円／i,
mM  ·•孟 ［rt，よりJ =-[rら・w:;J
(rキs)
［たとし， w~ ＇ 1 f悶の s向〈の理紫g1J宇:1J出額w吋〔列
ぺク l、jレ〉を各fl］に准ぺた珂＞＜m-rトリケスの喫索，＇£






















1- _)-~ ち9 吻脚 、”・ ，テC-
〈こ j1. •Do 」ーーに旬
















t ピ》 J\1•s=I ・ I 






















I; a;j = 1 
が成り立つ。








,3J(m',f，・一、 mr;:)= （ぷ，W・；ヘー…・， a:,W;・')
(r芋五｝
で炎わきれる。なお，



























式）をと J ) Jζ。
以上のようにして決められた国際貿易の各要素








































































<.2 = [, -J守「1-J]y C!l~ 
になる。ここで，







要実績（直 Y:,oを与えて， 制式から t十U年次の
中間需要 Q，刊を予測することが，可能となる。
予測値を〈， 実績値をーで示すと，三二の除！｛系は，。，＋o= [,J-/'1)-1 ~1] Y,,. ＂／町、← 6
で表わされる。そして，ここで予測された中間需
要。川と， その時点の中間需要おぶ値 υ十 θ と
24 
A -
J 【 Q~u ， 町－ Q;u，向」， 11.+U)














を国内の投入係数 j'tl と輸出係数 l’fの二つに分
けて険j守する方向をここで示しておこう。
基本方程式を，














じよ－－，て， l廷内投入係数マトリクス f'rr (n X坊を
け角に量いた刀NxnNマトリクスを示す。また，















E= W-Y-I'd W 
＝［π I] y -J'd （πY) 















《 r _ 1~ ， u ＋ θ〉一－ 1'.,, (IS 0) 
























































となって， ある産業t二段終需要が与え人れると， 去は、各要素がそれぞれの意味をもつが， ここで
その産：わt司他産業の波及を除いても，少なくと はラスムッセンに上って考案されたこの 2｛：系数
もその最終需要の K.，：倍の生産を必要とすること ([11]. p. 141）を用いて集約的な形で比較する方向
が明らかにされた。そこで，側式の性質は，このK.,: を示しておく。
を対角 ＇2(41ごとするマト IJ 7正［KJを）Ji＇.、に ［員三響力係数民IJとは，ある産業が他の産業に







民FI 二［／十 I’＋ ／＇＇.←。…・十 I、1 ・］ y 
となる。この収東条件は 0<I'< Iであり，した
がって， Y 豆w(l)三三日川〉ζ 田・.. ζ wrn .・・いであ
る。そし亡す W=I: W＇ むあるので，
w-"-[1-rJ 1 ｝＂ニ πγ






















日 ＼.rI: I:π： 




















I: Xij - Xjj 



















































(i二 I，……， n）は自国 i産業財に対する最終需要で
あり， この部分はその国の巨視的な国民所得分析
の子法から得られるものと考えられる。すなわち，



















C, = C(Y,) 
G, = G(Y,) 
L二 I！γl ) 
によって Y:,C,, G,, ！， カミ；i；＼とめられ，
M, = M (Y,) 













したl!, ，入 この体系で，土， y,rの JI何／）要素
は， 4n ／［／；］山花数と附～♀Ii式ぃ〔）4n本の訂印式によ
って決められ，同と同式から，残る 1 (N-1）個の















































































L1Yt" = L1It" 6同
であり， それから引き起こされる国内各産業の生
産水準は， u欠的には、







J 1V, ,JcD = I 'r.r ,1 Yr1 159) 
であり，また，最終的には，






















































 f'-1 呼んで分析を進めていきたいc 。。
｛反にr.'SI主のr.Y：製品を供給¥-'i，世界経済が，
Y ト－－－~－－－－－r 人I I 
I ' i I I I 、！ 1 I O i 0 
I , I I I I 
十一一子ぐ－「IrT~；.：－7:-tニ河川
.）よ一一一－~－一二九IrlA,_一－i--)!A 
γ；1} －ー十一－Yf!IY1r 十一 －r1n
riL三士二二以Ir［~；（－－－↓
I o I o : i',, i 












f’I = [r{j] 






























































































































































































































































































ここで，＼~］，式ある L 、 it :7c式の第 1去を，発展途
上国の予想輸出収入 WAIと考え，賀42項を必要
輸入額 H'iL とすると‘ J長WJ必要額／か1；士、






























竹宅産業が’i,i' u ）先行段階で， f也がfを続段F皆土 1とオ
ーストりアザ，J;；「iZJCあるL、は六Jf]J トリクスB'J）開店




Ol:3) 本来ん t,X；二三ム :r,j→Y；，これら，；) jil（君！




Ot 5) っ；担YJ';/i主主tXoが， ・'. ；：（業i}）稼：主1J!lfi;, X 
lニ比例して決まると考えれば，各店主業の刷；Jnfil，＿も問附
に決定できる。
( It6〕 れ川：t子，＼編［21]pp. :I：＞～：16参照。ょ ！j¥! 




（討8) 交t);j,j' t f の性n,J-, .・」 ¥. 、はそ♂l；竺fj今j
F に関｛係す.，；（： /'l'i:どは，務・？’t'Iりし 4 ンテイ L ノ・ 1
ヂノl-，；〕i'持性質をそのまま受け継ぐものと考えておく。
( i:t9 ) P. A Samuelson，“ Abstract of a The-
orem Concerning Substitutability in Open Leontief 
Models, in Koopmans [7], pp. 142～146のいか，
Koopmans 1¥rrow によるJ]ij, ) Jf];i:工hiらの証明なと か
あろ（＼.、ずれも Koopmans[7］）。
（注10) 渡部編［21］の分析は，対象地域， 部門統
(, 'Jど力点｛われわれのもの＇ H! ＇，、れないとこんがあ






[19] ，こそ J勺 rm限公証明がん；。
れJ13) チップマンの workabilityproperty。係数
fr列が分解不可能なら
［π］ > [I] (39)' 
(fU4〕 j, Iι ご川た workabilityproperty O [Y,j ;.,, 





（注16) ハーシュマンは， Cheneryand ¥Vatanal国
[1］の分析来日！t!:を再録して両者を説明 1ていろ。
(/J:17〕 1 J I J V.i [22］は 1f河内J） ：単純治を産業jf
'!J : ,'1：場から分析してい
( d 18) 軽工業部門， •iiT t ・:l"J 、 7分け15でも
「I19）』卒業構造のだ 1.，（ノ主） .，研究には，
Chenery & Watanabe [1］ゃ Chen白ry[2］だどの先
駅的業績があろ。主 Y：，うどJI；係数の変化：を組み入れて
1、〈ガJ/,として， Stonef代わ RAS方式［14］が， ゃ
の場合参考に tcると ,l'-1.、われる。
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え1十波害防，第17巻第 1号， 1966年 1月）。
（経済成長調査部）
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天然ゴム一一ーその産業構造
深沢 八 n:;r 
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